










V 要約 

1.東京都立築地産院では,昭和 54,55 年出生の低出生体重児において,昭和 47,48 年出生の

低出生体重児に比べて輸血頻度の上昇,輸血回数の多い児や輸血総量の多い児の増加を認

めた。 

淀川基督教病院でも同様な傾向を認めた。 

2.交換輸血,輸血後の児について,血清不規則抗体,GOT,GPT,HB 抗原,HB 抗体,サイトメガロ

ウィルス抗体を検査した。淀川基督教病院において上記 6項目を同時に検査した15 例中の

異常所見として,1 例に HB 抗原の一過性陽性が認められ,また，HB 抗体陽性が 6例と意外な

高率に認められた。これら 6例の母親のうち,4例は妊娠中の HB抗原陰性,他の 2例では妊

娠中の HB 抗原の検査を行わなかった。 


